
平成 30年 10月 23日 

ホームタウン鶴牧 6団地管理組合 

広 報（平成 30 年度 No.8） 

 

１． ベランダから物が落下しないよう、ご注意ください 

ベランダから物が落下する事例が報告されています。 

台風や暴風雨が予想される場合は勿論のこと、低気圧の通過に伴う突風など従来の想定を超える気

象状況に起因するケースもありますが、経年劣化・老朽化も原因の一つと思われます。落下した場合

に階下の住居に多大な被害が及ぶ可能性もあります。 

 

1-3号棟の住民の皆様におかれましては、今一度ベランダをご確認いただき、落下する可能性のある

物の管理をお願い申し上げます。 

  

２．  ゴミ出しのルール・マナーを守りましょう 

毎年のように広報で呼びかけていますが、未だに曜日を間違ってゴミ出しをされている方がおられ

ます。「ごみ☆資源の分別ガイド保存版」「ごみ・資源収集カレンダー」を今一度ご確認ください。 

 

出したごみが回収されない場合、委託先の方々がその後始末をしていることをご理解ください。 

 

 燃やせるごみ 

・ 詰め過ぎて破れるケースが多く、清掃員の方がガムテープ等で補修し、また溢れたごみを

別の指定袋に入れ直しています。 

・ 汁などの水分が漏れると回収容器が汚れ悪臭が広がり、集積所の環境が著しく悪化します。

回収後の掃除も長時間になります。 

 

    → ① 詰め過ぎない。袋は十文字にしっかり縛る。 

      ② 袋が破れないような入れ方を工夫する（棒類は折る、など） 

③ 生ごみは水分をよく切って、指定袋の口を上に向け回収容器に入れる。 

 

 資源ごみ 

・ 最近間違った曜日に大量の段ボールが繰り返し出されました。雨に濡れると「資源」扱い

にならず、清掃員の方が濡れない場所に移動させて、正しく出し直しています。 

・ 衣類の曜日間違いは毎年のように起こっています。最近でも 3号棟で添付写真の状態で放

置されています。このケースでも、降雨が予想される場合は移動させることになります。 



 

・ 缶やペットボトルは極力潰して出してください。溢れそうな場合は混ぜても大丈夫です。 

・ 間違う方が多い、紙類の回収日は以下のとおりです 

第一・第三 水曜日 古新聞 （木曜日と間違うケースが多い） 

第二・第四 水曜日 段ボール 

毎木曜日  雑誌・雑紙 

・ 毎月第二土曜日の資源ごみ回収のタイミングに纏めて出していただけると、「資源回収の

会」の収入増にもつながります。 

 

 カラス被害 

・ この時期にはピークは過ぎていますが、カラス被害は常態化しています。 

・ 燃やせるごみ出しの注意事項は、カラス被害への対策にも有効です。また可能な限り、回

収容器の壁面に接することのないよう、お願いします。 

・ プラスチックごみに対する被害も同様で、本来燃やせるごみで出せる、残滓で汚れたごみ

の混入がないようご注意ください。   

・ ごみカゴの交換など抜本的な対応も検討致しますが、まずは皆さまのご協力が必要です。 

快適な住環境の維持のため、ルール遵守・マナーを意識したごみ出しへのご協力を、

何卒宜しくお願い申し上げます。 

以上 


